
別紙３ 
  

評価項目・評価基準 
 

 

整理

番号 
評価項目 評価基準 

一次

審査 

二次

審査 

１ 事業者の安定性・継続性 

事業実績 

・同事業の実績および実施年数 

・官公庁との契約等実績があるか 
〇 〇 

２ 事業者の安定性・継続性 

事業将来性 

・令和７年度の講座の実施回数 

・令和７年度の年間定員数 
〇 〇 

３ 事業者の安定性・継続性 

広報活動 

・区民周知方法（HP の有無、チラシ、

Instagram 等 SNS の活用） 

・広報活動の活発性 

〇 〇 

４ 講座内容 

講座内容の適確性・具

体性 

・産後の母体ケアまたは親子の愛着形成

を目的とした講座か 

・講座内容が具体的か 

 〇 

５ 講座内容 

事業目的の理解度 

・子育てスタート応援券の事業目的を理

解しているか（営利目的だけになっていな

いか等） 

 〇 

６ 講座内容 

参加者の効果 

・講座に参加することでもたらされる効

果の大きさ 
 〇 

７ 講座内容 

施設の形態 

・実施施設の確保が確実か 
〇 〇 

８ 講座内容 

講師の形態 

・講師の確保が確実か（本人、スタッフ、

外注等） 

・講師不在時の対応、代替の人がいるか 

〇 〇 

９ 講座内容 

金額の妥当性 

・１回あたりの講座料金の妥当性（講座内

容に対して高額すぎないか） 
〇 〇 

１０ 講座内容 

講座実績・供給量 

・令和６年度の講座の実施回数 

・令和６年度の年間定員数 
〇 〇 

１１ 実施体制 

個人情報保護対応 

・規定・手順の有無（策定予定含む） 

・子育てスタート応援券の管理方法 
 〇 

１２ 実施体制 

災害時対応 

・規定・手順の有無（策定予定含む） 

・災害時対応の的確性・具体性 
 〇 

１３ 実施体制 

事故時対応 

・規定・手順の有無（策定予定含む） 

・事故時対応の的確性・具体性 

・加入保険の適確性 

 〇 

１４ 実施体制 

苦情解決対応 

・規定・手順等の有無（策定予定含む） 

・利用者ニーズの収集方法と運営に生か

す考え方 

 〇 



１５ 実地調査・ヒアリングの

評価 

実地調査 

・施設の充実度（ベビーカー置き場、駐車

場の有無等） 

・授乳室・おむつ替えスペース等の有無 

 〇 

１６ 実地調査・ヒアリングの

評価 

事業者の知識・経験・理

解度、ヒアリング時の受

け答え 

・子育てスタート応援券事業についての

理解度 

・子育て支援事業についての知識および

経験 

・ヒアリング時の受け答えの明瞭度 

 〇 

１７ 実地調査・ヒアリングの

評価 

施設の衛生管理 

・施設内消毒の考え方（頻度、方法など） 

・子どもが舐めた玩具の処理方法 

・明確なルールの有無（ルール策定予定を

含む） 

 〇 

１８ 実地調査・ヒアリングの

評価 

施設の事故・ケガ防止

の取組 

・事故防止の取組（AED、避難経路の有無。

子ども参加型の場合はベビーゲート、コー

ナーガードの設置など） 
 〇 

１９ その他 

実施予定地の適性 

・実施予定地が４地区（練馬（郵便番号

176）・光が丘（郵便番号179）・石神井（郵

便番号177）・大泉（郵便番号178））中で何

地区あるか。 

〇 〇 

２０ その他 

区内事業者 

・区内の本店（主たる事務所）を有する 
〇 〇 

２１ その他 

区民雇用の促進・区内

事業者の活用 

・区民雇用の促進 

・物品その他の区内事業者からの調達  〇 

２２ その他 

独自提案 

子育て関連事業の実績 

・応援券対象事業になるに当たっての独

自の実効的な提案があるか 

・子育て関連事業の実績 

 〇 

 


